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1はじめに
サンスクリットの形容訶§yamaは印欧祖語に由来し，「暗色の」を基本的な
（1）
意味とする。B6htlingk-Rothの辞書の記述によると，男女の皮層の色が
（2）
Syamaによって示されれば美しいと見なされる，という。しかし，§yamaの
男性形は，「美しい皮層の色をした男」あるいは「美男」という意味で名詞化
することはなかった。それに対し，女性形である§yamaは名訶となったが，
インドの注釈文献における定義は様々で，必ずしも「美しい皮層の色をした女
性」を意味しない。
インドの二大叙事詩R"加勿α"αとM""6h"7-"αでは，多くの男女の登場人物
が§yama/5yamョと形容されている。しかし，その用例を検討してみると，登
場人物が単に美しい皮層の色をしていることを表現するために§yama/Syama
が用いられている訳ではなさそうである。この論文では，二大叙事詩中で，男
女の形容として§yama/Syam豆が使用されている場合を中心に検討する。そし
て，§yamaが男性名訶として定着せず，また，女性名訶さyam目に対して様々
な定義がなされるに至った背景を探りたい。
2庇αm""α"αにおける§yama/gyamaの用例
（3）
Ra加即α"αの登場人物では，主人公夫妻であるRamaとSIt豆が，多く
（4）
§yama/Syam颪と形容されている。Ramaに対しては8回用いられ，そのうち
4回はindlvaraSyama「青い睡蓮の花のように暗色の｣,1回はmeghaSyama
(1)84
「雨雲のように暗色の」という，比ﾛ前を含んだ複合語になっていて，§yamaが
（5）
原義を保っていることが分かる。SItaに対しては6回用いられている。その
他の用例は,Ramaの異母兄弟で，その不在の間Ayodhyaの摂政を務める
（6）
Bharataに対するものが2例，同じく異母兄弟だが,Rama夫妻と行動を共に
（7）
するLaksmanaに対するものがl例,VisnuとrakSasIとに対するものが，そ
（8）
れぞれl例ずつある。このうち,Laksmanaに対する用例(R68910b)は，
特殊な状況下での形容である。
R6.89．9-11:
r3mamaSvasaVanvlrahsusenovakvamabravIt/
‐
namrto'yammahabahurlakSmanolakSmivardhanah//
nacasyavikrtamvaktramnapiSyamamnaniSprabham/
suprabhamcaprasannamcamukhamasyabhilakSyate//
padmaraktatalauhastausuprasannecalocane/
evamnavidyatermpamgat3sUnamviSampate//
勇士であるスシェーナは，ラーマを安堵させつつ，〔次のような〕言葉を
言った。「この，大きな腕をもち，栄華を増大させる者であるラクシュマ
ナは，死んではいない。この者の顔は変化してもいないし，暗色でもない
し，輝きを失ってもいない。顔は，非常に輝いてもいるし，きれいでもあ
ると見受けられる。両手は，赤い蓮の花のような掌を有し，両目は，非常
に澄んでいる。このような姿は，息絶えた人々のものではない。諸部族の
一ﾔｰ－．｜
エ。罰､o」
Lank且島でのRama軍とRavana軍との戦いの最中,Laksmanaは，強敵Indra-
jitの矢に倒れてしまう。しかし,Rama軍に属する猿の勇士Susenaが，まだ
Laksmanaが死んでいないことをRamaに告げて励ましている。Laksmanaの
顔が§yamaではないというのが，彼が死んでいない根拠の一つなのだから，
元気なLaksmanaは§yamaと形容され得ないこととなる。
Ayodhyaの王であるDaSarathaの4人の息子のうち,LaksmanaとSatru_
ghnaとは,Sumitr目を母親とする。Kausaly豆が生んだ長男R3maが,DaSa-
83（2）
rathaの後を継いで即位する直前,Bharataの母親Kaikeylのせいで追放に処
せられると,LaksmanaはRama夫妻に従って立ち去り,SatrughnaはBhar-
ataと共にAvodhv且に残る。RP.Goldmanによると，この2組の中での兄弟
の関係は，単純に,RamaとBharataが主,Sumitr豆の息子たちが従であるば
かりではなく，対照的な性格・行動の2人が互いに補完し合う性質を有してい
る。Goldmanは，これを複合型ヒー ロー (compositehero)と呼んで，主とし
（9）
てRamaとLaksmanaの関係について論じた。
RamaとLaksmana,BharataとSatrughnaが対照的な存在であることは，
インドの図像では皮層の色の違いによって表されているという。Visnuの化身
であるRamaと,Ramaの追放に大きく関わらざるを得なかったBharataは黒
（1q
色,LaksmanaとSatrughnaは金色で描かれる。§yama/Syamョの他の用例に
関して言えば,ViSnuの神像の色はVarahamihiraによって§yamaと形容され
（1，
ているし,raksasIも人間とは違う異形の者だから，§V訂、目と表現されても不
思議はない。
Srt豆の場合は，大地から生じ大地に帰るという異常な生死を経験するとい
うばかりではなく,Ramaの追放によって生じた3人組，即ち,Rama,STta,
Laksmanaのうち，彼女がRamaの妻であり,Laksmanaとは対照的な存在で
あることを印象づけるためにも,6Vamaと形容されているようである。
さて，そのSItaに対する用例のうち，半数にあたる3例が比嚥を成してい
ると考えられることは，注目に値する。
R4．1．45:
dlDavantrvamekamamvividhamuditadviiah/
SyamamcandramukhTmsmWtvapriyampadmanibhekSanam//
喜んでいる様々な烏たちが，私の恋心に火を点けるかのようだ。暗色で，
月のような顔をして，蓮の〔花弁の〕ような目をした愛妻を思い出したの
で（月を顔として，蓮と現われた目をした，好ましい夜を思い出したので)。
Lanka島に住む悪魔RavanaによってSTtヨをさらわれたR3maは，周囲の風
景を見聞きするにつけても,STt且への恋心を募らせている。ここでのSIt豆に
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対する形容,candramukhI「月のような顔をした｣,padmanibhekSana「蓮の
花弁のような目をした」は，美女に対するありふれたものである。しかし，
§yamョが，「暗色の」という原義からの派生で，「夜」という意味の女性名詞
としても用いられることを考えると，後半部分，即ち,R4145cdは，愛妻
STtョを主体とする表の意味の他に，夜を女性に見立てた裏の意味があると解
釈できる。
R5.12.48
samdhvakalamanahSvamadhruvamesvatiianakI/
■ジソ
nadXmcemamSivaialamsamdhvarthevaravaminT//
●ご■●″
薄暮時を心にかけて，暗色の（夜である）ジャナカの娘（シーター）は，
きっと出かけるだろう。そして，優れた顔色をした女は，薄暮時の〔礼拝
の〕ために，めでたい水を湛えたこの川へと〔出かけて来るだろう〕。
RamaのためにLanka島に偵察に赴いたHanumanは,Janakl「ジャナカの
娘」が薄暮時の礼拝にやって来るだろうと予測する。ここでの§y且maも，単
にJanakrの皮層の色を形容しているのではない。夜が，薄暮時に引き続いて
姿を現わさねばならないことを心にかけ，川にやって来るようだ，という隠嚥
を含んでいる。
R315､14:
jyotsnatuSaramalinapaurnamasyamnarajate/
sltevacatapaSVamalaksvatenatuSobhate//
月光は，霧で陰っているので，満月の夜だというのに輝かしくない。そし
て，日光のせいで暗色の鋤跡のように，見えはするが輝かしくはない。
Laksmanaが冬季の夜の情景をRamaに物語っている箇所である。前に，
Sy3maがS丁t颪に対して6回用いられている，と書いた際には，この用例も加
〃
えている。通常の解釈に一応従ったのだが，この韻文でのsTt豆を固有名訶と
見なすのには，問題がある。
例えば,S.I.Pollockは,R3.15.14cdを:Youmarkit,butmissitsbeau-
（l2
ty,aswithSrtawhensheisflushedwithsun'と訳している。
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Pollockの注によれば，在来注2本,MaheSvaratrrtha作T""ひα”娩瓦(Cm)
とGovindaraja作Bhzz""(cg)では，同じ箇所を:ItlookslikeSItawhen
（l3
sheisflushedwithsun-butdoesnothaveherbeauty'と解釈しているというc
Pollock訳・在来注のいずれも，§yﾖ、ヨの訳が欠けている。且tapaSyam豆を
固有名詞SItaの形容として解釈すると，「日光のせいで本来の暗色が際立っ
た」としか取れない。Pollock訳では,SItaが日光の下では輝かしくないこと
になる。RamayanaのヒロインであるSItaの容姿を既めることになり，不適
当である。また，在来2注では,&sltevacatapaSyamalakSyate'と:natu
§obhate'に分割しているが，この場合,SItaはjyotsn面「月光」の比瞼として
は余り好ましくない。在来注に従えば，本来輝かしいはずの月光が，霧に陰ら
されて輝きを失っていることが，暗色が際立ったS丁t豆によって比嚥されてい
る。しかし,Srt目は輝かしい（美しい）女なので，月光に関しては@natu
さobhate'「しかし，輝かし〈（美し<)はない」と否定したことになる。つま
り，霧で陰らされて輝きを失った月光の比嚥として，日光で照らされて黒色が
際立っても輝かしい（美しい)SItaは，適切ではないのである。むしろ，こ
こでのsItョは，普通名詞「鋤の跡，溝」と解釈すべきである。日光に照らさ
れた畝の陰となって，以前よりはっきり見えなくなった，無論輝かしくない溝
ならば，この韻文での比職として相応しい。従って,R3.15.14cは，
R""z"vα"αの登場人物であるS丁t豆に対する§vam豆の用例ではなくなる。
3jf"ん励砿、虹における§yama/6yamaの用例
3.1kaurava
（14
Mαルグ6h瓦γα"での§yama/Syam目の用例に顕著な特徴は，多くの場合，この
語がkauravaの滅亡に関わりのある人物に対する形容となっていることであ
る。
Mahabharataでは,pandavaとkauravaの両軍が18日間にわたって大戦争
を繰り広げるが，そのうち,kaurava方の形容としての§yamaの用例は，
Dronaに対するものが2例,DuhSasanaの腕に対するものが1例しかない。
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まず,Dronaの場合を見てみよう。kaurava方の指揮官であったBhrsmaが倒
れた後,Dronaがその跡を継ぎ，戦場に現れる。
MBh7、101.69:
akarnapalitahSyamovayas話Ttikatparah/
raneparVacaraddronovrddhahsodaSavarsavat//
甲冬プ ロ⑥Q･■
白髪は耳に達し，暗色で，年齢に関しては80歳以上で，老齢であるにもか
かわらず，ドローナは,16歳であるかのように，戦場で動き回った。
〃Bh7.165.103:
akarnapalitah5vamovavas誌rtipancakah/
△
raneparyacaraddronovWddhahSodaSavarSavat/
白髪は耳に達し，暗色で，年齢に関しては85歳で，老齢であるにもかかわ
らず，ドローナは,16歳であるかのように，戦場で動き回った。
akarnapalita「白髪は耳に達した」という語や,80歳以上あるいは85歳という
表現と共に用いられていることを考え合わせると，これら2例では，§vama
は,Dronaの老化によって変色した皮層の色を表現していることになる。
次は,DuhSasanaの腕に対する用例である。p5ndava5兄弟の妻である
DraupadIは，かつて,pandavaとkauravaとの間で賭博が行われた際，衆人
環視の中,DuhSasanaに髪の毛を掴まれるという辱めを受けた。次の韻文で
は,DraupadIが，そのDuhSasanaに対する恨みをK:Snaに述べている。
MBh5.80.39:
duhSasanabhujamSyamamsamchinnampamsugunthitam/
vadvahamtamnapaSvamik目誼ntirhrdavasvame//
－．■■上ご ◎ザジ
ドウフシヤーサナの腕が切断され，土挨によって覆われ，暗色になってい
る。もし，私がそれを見ないなら，私の心にはいかなる静けさがあろうか。
§yamaがDuhSasanaの腕の本来の色を現わしているという可能性も考えられ
るが，二大叙事詩には，色彩を表す形容詞とbhuja「腕」が併用される例は他
にはなく，特異な表現である。この韻文での§yamaは後続の2語と関連し，
腕が切断された後の変色を示しているものと考えるのが相応しい。
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3.2pa"ava
kaurava方に対する§yamaの用例が非常に少なく，しかも，老化や腕の切
断の結果という特殊な状況を示していたのに比べ,panjava方に対する用例は
（lヨ（'＠（11
多い。5兄弟のうち,Bhrmaが2例,Arjunaが6例,Nakulaが3例ある。
（13
5兄弟の親戚では，母親の1人であるKuntxは1例，妻であるDraupadTは8
（ 鋤⑩
例，その双子の兄弟DgStadyumnaはl例,5兄弟の息子のAbhimanyuが2
⑳
例ある。また，戦争の際にArjunaの御者を務めるK"naに対するものは3例
“
見受けられる。
これらの登場人物のうち,DraupadIに関しては，皮膚の色が黒色をしてい
て，誕生の際にKWSn豆「黒色の女」と名づけられたことが,Mtzh妨版γ"αの中
に明記されている。少々長くなるが，その部分を引用しよう。
MBh1．155.41-50:
kumarIcapipaflcahvedimadhvatsamutthita/
ふ▲ ご
subhagadarSanIyangIvedimadhyamanorama//
§yamapadmapal話aks丁nTlakuficitammrdhai3/
manuSamvigrahamk:tvHs3kSadamaravaminl//
nIlotpalasamogandhoyasyahkroSatpravayati/
yabibhartiparamrnpamyasy3nastyupamabhuvi//
tamcapijatamsuSronlmvaguvacaSarTrim/
sarvavosidvarakrsn3ksaVamksatramninlsati//
ソ｡ ｡■･ 5割■■
surakarvamivamkalekarisvatisumadhvama/
ゴ ゾ. ■ゾ ジ
asyahetohkSatriyanammahadutpatsyatebhayam//
tacchrutvasarvapaiIcalahpraneduhsimhasamghavat/
nacaitanharSasampmmaniyamsehevasumdhara//1豆 s u l hevasumqnara/／
taudrStvapWSatryajamprapedevaisutarthinT/
navaimadanyamjananTmjanryatamimaviti//
tathetyuvacatamyajorajiIahpriyacikrrSaya/
tayoScanamanrcakrurdvij3hsampUmamanasah//
（7）78
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dhrstatvadatidhrsnutvaddharmaddvutsambhavadapi/
dhgStadyumnahkurnaro'yamdrupadasyabhavatviti//
kFSnetyevabruvankgSnamkgSnabhnts5hivarnatah/
tathatanmithunamjajfIedrupadasyamahamakhe//
更にまた，パンチャーラ王女が，祭壇の中央から立ち上がった。〔王女は〕
幸運を有し，見事な肢体をして，祭壇のような〔くびれた〕中央部（腰）
をして，魅力的であり，暗色で，蓮の花弁のような目をして，黒く波打っ
た髪の毛をしていて，天女が人間の姿をとって，目の前に現われたかのよ
うだった。彼女からlクローシャ（約3,5km)離れたところまで，青蓮の
花に匹敵する芳香が漂って行った。彼女は最高の容姿を具えていた。彼女
を比職する手段は，地上にはなかった。更にまた，美しい尻をして生まれ
た彼女に対して，身体をもたない声が，言った。「あらゆる女たちの中で
も優れた，黒色の女は，クシャトリヤ階級を破滅に導こうと欲している。
この細腰の女は，適時に，神の任務を行うであろう。この女を原因として，
クシャトリヤたちには，多大の恐怖が生じるであろう｡」それを聞いて，
あらゆるパンチヤーラ族たちは，ライオンの群のように吠えた。そして，
喜びに満たされた彼ら〔を支えること〕に，この大地は堪えられなかった。
彼ら（双子）を見て，子供を求めていたプリシャリー（王妃）は，ヤージ
ャ（祭官）に近寄っ〔て言っ〕た。「この双子が，私以外を母親と認めな
いように」と。「そうしましょう」と，ヤージャは，王に親切にしたいと
の思いを抱いて，彼女に言った。そして，〔喜びに〕心を満たされた再生
族たちは，彼ら（双子）に名前をつけた。「ドウリシュタ，即ち，非常に
敢為の性質の者であるから，更に，ドゥユット（輝き）の発生源であるダ
ルマ〔そのもの〕であるから，このドゥルパダの王子はドウリシュタドゥ
ユムナとなれ」と。「〔王女は〕クリシュナーと〔なれ〕」と，〔再生族たち
は〕クリシュナーに言った。というのは，彼女は色に関しては黒い女だっ
たからである。以上のようにして，大祭式において，その双子がドゥルパ
ダには生まれた。
(8)
Drodnaに恨みを抱いたPailcala王Drupadaは,Dronaを殺す息子を得るべ<,
祭式を行った。Drupadaが予期しなかったことに，同時に娘も誕生する。
MBh1.155.42aでは，この娘は§yam目と形容され，暗色（黒色）ゆえに
KrSnaと命名される。その出現の際に響いた天の声によれば,KFSnョは，ク
シャトリヤ階級を破滅に導くために誕生したのであった。
さて,K鰐輯(Draupad丁）と結婚したpandava5兄弟のうち3人までが
Syamaと形容されているのだが，注目すべきなのは,Nakulaに対する2例で
ある。Nakulaは，同時に，「赤い目をした」とも表現されている。
MBh2.58.11:
5yamoyuvalohitakgahsimhaskandhomahabhujah/
nakuloglahaekomeyaccaitatsvagatamdhanam//
暗色で，若く，赤い目をして，ライオンのような肩をもち，大きな腕をし
たナクラが，私の賭け物の一つだ。そして，〔ナクラ〕自身の許にある，
この財産が〔別の賭け物だ〕o
kauravaとの賭博に負け続けのYudhiSthiraが，自分の兄弟であるNakulaを
賭け物にしている場面である。
MBh3.297.66:
SyamoyaeSaraktakSobrhacchalaivodgatah/
vvndhoraskomahabahurnakulovaksairvatu//
この，暗色で，赤い目をして，高いシャーラの木のように聟え立ち，幅広
い胸をもち，大きな腕をしたナクラを生き返らせよ。ヤクシャよ･
水を汲みに出かけた兄弟たちが帰って来ないのを心配したYudhisthiraは，彼
らがある池の辺で気絶しているのを見つけるが，それは，池に住むyaksaの
せいだった。Yudhisthiraは,yakSaが次々 に仕掛ける質問に正解する。感心
したyaksaが，兄弟たちのうち1人だけを生き返らせようと言ったのに対し，
Yudhisthiraは，上述のように返答する。父親Panduの2人の妻のうち，
Kuntlには自分という息子が残っているから，もう1人のMadrlの息子であ
るNakulaを生き返らせてくれと言ったのであった。yakSaは，兄弟たち全員
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を生き返らせ，自分がDharma神であると正体を明かす。
さて，王がdharma「道徳，義務」の実現手段として用いるのが,danda
｢刑杖，刑罰」である。それが神格化されたDanda神の形容にも,6vamaと
｢赤い目をした」という表現とが併用されている。
MB"12．15.10-12:
asammohayamartyanamarthasamrakSanayaca/
maryadasthapitalokedandasamjfiaviSampate//
yatraSyamolohitakSodandaScaratisnn:tah/
prajastatranamuhyantinetacetsadhupaSyati//
brahmacarrgghastha6cavanaprastho'thabhikSukah/
dandasvaivabhav5detemanusvavartmanisthitah//
人間たちに迷妄を起こさせないため，そして，実利を維持させるため，世
の中にはダンダという名前の境界が設定されているのだ。諸部族の主よ。
もし，指導者が正しい見解をもつならば，〔その指導者の国では〕暗色で，
赤い目をした，親切なダンダが活動し，そこでは，臣民たちは迷妄を起こ
さない。学生や家長，林住者，そして，乞食者，これらの人々は，他なら
ぬダンダを恐れるので，道徳の内にとどまっている。
MM""6版γα“の中には，もう一つの叙事詩R互加ゐﾉα"αに関する記述が散見する
が，次の箇所では,Ramaに対しても同様の形容がなされている。
MBh12.29.54:
§vamovuvalohitaksomattavaranavikramah/
学ご
daSavarSasahasrmiramor3jyamakarayat//
暗色で，若く，赤い目をした，盛りがついた象のような武勇を発揮する
ラーマは，1万年間，王権を行使した。
Nakulaは,Danda神や,dandaの理想的な行使者であるR3maと同じ姿をし
た者として表現されている。Nakula,更にはpandava5兄弟が,kauravaの
不正を糺す存在であることを暗示しているのである。
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3.3kauravaと""""の祖先
kauravalOO兄弟とpandava5兄弟とは，祖先を同じくする。その共通の祖
先のうち，§Vamヨと形容されているのは,DevavEn丁の場合が2例,Ambika
とAmbalikaとの場合が1例である。
MBh1.73．17-18:
katvamtamranakhISvamasumrstamanikundala/
ご ⑥D
dlrghamdhyayasicatyarthamkasmacchvasiSicatur3//
kathamcapatitasyasminkUpevTruttmavgte/
duhitacaivakasvatvamvadasarvamsumadhvame//
ご
赤い爪をし，暗色で，よく磨かれた'聿玉と耳飾りを着けたあなたは誰か。
何故，非常に長く考え込んだり，悲しんで溜め息を吐いたりしているのか。
また，どのようにして，蔦や草に覆われたこの井戸に，あなたは落ちたの
か。更にまた，あなたは誰の娘なのか。全てを言え。細腰の女よ。
/
kauravaとpandavaとの祖先であるYayatiが発見したのは，聖仙Suklaの娘
／
Devayan丁であり，悪魔の王V:Saparvanの娘Sarmisth豆と喧嘩をして，井戸
〃
に突き落とされていた。Yavatiに救出されたDevaVanlは，自分がSarmistha
′
から辱めを受けたことを，父親に告げる。Suklaに批難されたVWSaparvanは
ノ グ
謝罪し,SarmiSthaをDevav3nTの召使にする。DevaVanIはSarmisth豆を連
れて，かつて自分の手を取った，即ち，結婚の印の行為をしたYayatiに嫁ぐ㈱。
〃
しかし，ある日,Devayan丁は,SarmiSthaがYayatiとの間に息子を3人も成
していることを知らされる。
AIBh1_78.22-25:
§rutvatasvastatovakvamdevavanvabravTdidam/
プ ゴ■ ゴ該
rajannadyehavatsyamivipriyammekrtamtvaya//
sahasotpatitamSvamamdrstv3tamsaSrulocanam/
上 eゴ ･◎･p
tvaritamsakaSamkavvasvaprasthitamvvathitastada//
－シ冬 ｡シ
anuvavraiasambhrantahprsthatahsantvaVannrpah/
哩 ■▲○・■ ジ C4■
nvavartatanacaivasmakrodhasamraktalocana//
（刀）74
avibruvantrkimcitturaianamc5rulocana/
acir5divasampraptakavvasvoSanaso'ntikam//
■冬ふ ごご
それから，彼女（シャルミシュター）の言葉を聞いて，デーヴァヤーニー
は，次のように言った。「王様，私は，最早ここには住みません。私にと
って不愉快なことが，あなたによってなされました｡」暗色をした彼女が，
涙を目に湛えて，突然立ち上がり，急いでカーヴィヤ（シュクラ）の許へ
と出立するのを見て，その時，王は悲しみ，動揺して，なだめながら，後
から追いかけた。しかし，愛らしい目をした女（デーヴァヤーニー）は，
王に何も言わないまま，直ちに，カーヴィヤーウシャナス（シュクラ）の
許に到着した。
YayatiとDevaVanlとの結婚は，クシャトリヤの男とブラーフマナの女と
の，プラテイローマ婚と呼ばれるものであった。結婚に際しては，男女が同じ
ヴァルナに属することが推奨される。男が高位，女が低位の場合はアヌローマ
婚と呼ばれ，社会的に許容される。それに反して，男が低位，女が高位の場合
がプラテイローマ婚であり，批難の対象となった。その’批難されるべき結婚
から生じた2人の息子のうち,Yaduがvadava族の祖先となる。pandava5
兄弟の母Kuntrや，戦争の際に単身pandava方に協力するKFSnaは，この
Yadava族に属している。
次は,Ambik豆とAmbalikaの場合である。
MBル1.96_52-54:
ambikambalikebharyepradadbhrZtreyavTyase/
bhIsmovicitravTrvavavidhidrstenakarmana//
ヅヅ ロ･･
tayohpanimgghltvasarnpayauvanadarpitah/
vicitravIryodharmatmakamatm3samapadyata//
tecapibrhat丁§vamenrlakuficitamUrdhaie/
ユ ｡ ゾ ゾ
raktatunganakhopetepTnaSronipayodhare//
ビーシュマは，規則に見受けられる作法に則って，弟であるヴイチトラヴ
イーリヤに，アンビカーとアンバーリカーとを妻として与えた。彼女たち
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2人の手を取ると，かのヴイチトラヴィーリヤは，〔それまでは〕ダルマ
を専らとしていたが，容姿と若さとによって驍らされていたので，カーマ
を専らとする者となった。更にまた，彼女たち2人は，背が高く，暗色で，
黒く波打った髪の毛をしていて，赤く長い爪をもち，豊かな尻と乳房とを
していた。
kauravalOO兄弟とpandava5兄弟との曽祖父にあたるSantanuには,2人の
妻がいた。Ganga女神からはBhTsmaが生まれ，漁師の娘SatyavatTからは
CitrangadaとViCitravTryaとが生まれた。SatyavatTの父親から王位継承権を
放棄するよう頼まれたBh丁smaは，生涯結婚しないとの誓いを立てる。また，
Citrangadaは早世する。残りのVicitravTryaに王家存続の期待が寄せられた
が，彼も息子を残さずに死んでしまった。そこで,SatyavatIの，前夫
ParaSaraとの間の息子，即ち,VicitravTryaの異父兄弟にあたるKrsna
DvaipaVanaが，残された妻であるAmbikヨとAmbalik豆との間に息子を儲け
ることになった。KFSnaDvaipayanaが恐ろしい形相をしていたので，
Ambik颪は両目を閉じ,Ambalikaは青ざめてしまった。Ambikaからは，盲
目のDhrtarastraが生まれ,kauravalOO兄弟の父親となった。Ambalikaから
はPandu(青白い者）が生まれた。papdava5兄弟の父親である。DevayanT,
Ambika,Ambalik訂の3人は，それぞれ,yadava,kaurava,pandavaの始祖の
母親である。この3人が§vam豆と呼ばれているのは，後に同族間で戦われる
戦争の暗示と思われる。
3.4ⅣaI"k"""α
Mtzh"M"γ"αには,kauravaとpandavaとの戦争にまつわる本筋以外の，
数々の物語が，エピソードの形で収められている。その一つ"""JOp"たﾙy""αで
は，ヒロインであるDamavantlを示す語として5回（同文の繰り返しを省く
と4回),6vam豆が用いられている。
MBh3、65．9-10:
yatheyammepur3d騨桓tatharUpeyamangana/
（〃）72
k"rtho'smyadyad"tvemamlokakantamivaSriyam//
pmmacandrananamSyamamcaruvWttapayodharam/
kurvantlmprabhaVadevImsarv3vitimiradiSah//
私が以前に見たあの女（ダマヤンテイー）と，この女は同様の容姿をして
いる。今や，私は目的を達成した。世の人々に慕われるシュリー女神にも
似た，この女に会えたので。満月のような顔をして，暗色で，愛らしく丸
い乳房をした（顔という満月が浮かび，愛らしく丸い雲が出ている夜)，
輝きによって，あらゆる方角を，闇のないものとしている王妃（女神）に。
Nisadha国のNala王は，弟との賭博に負けて王国を失い，妻のDamayantTと
共に行方不明になった。Damayantrの母親であるVidharbha国の王妃は，各
地にブラーフマナたちを派遣して,Damayantrを捜索した。そのブラーフマ
ナたちの1人であるSudevaが,Cedi国の宮廷でDamavantrと思しき女を発
見した。これは，その際のSudevaの独白である。MBh3.65.10は2重の意
味を有し,Damayant丁を夜の女神に比瞼している。
MBh3.66．1-8:
vidarbharaiodharmatmabhImobhlmaparakramah/
坐
suteVamtasvakalvanrdamavantrtiviSruta//
raiatunaisadhonamavrrasenasutonalah/
bharyeyamtasyakalyampunyaSlokasyadhrmatah//
savaidvnteiitobhratrahrtaraivomahlDatih/
O ジジ ユ
damayantyagatahsardhamnaprajflayatakarhicit//
tevaVamdamavantvarthamcaramahprthiv丁mimam/
■坐o
seVamasaditabalatavaputraniveSane//
今
1〆－一一了･1J
asyarupenasadgs1manuSlnenavldyate/
asy"caivabhruvormadhyesahajahpipluruttamah/
§yamayahpadmasamkagolakSito'ntarhitomaya//
malenasamvWtohyasyastanvabhrenevacandramah/
cihnabhritovibhUtVarthamaVamdhatr5vinirmitah//
耳■
71r7a1
イユ、角ロノ
pratipatkaluSevendorlekhanativirajate/
nac3svanaSvaternpamvapurmalasamacitam/
asamskWtamapivyaktambhatikaiIcanasamnibham//
anenavapuSabalapiplunanenacaivaha/
lakSiteyammayadevrpihito'gnirivoSmana//
ヴィダルバの王で，ダルマを専らとし，恐ろしい武勇を有するビーマとい
う人がいる。この幸福な女は，彼の娘で，ダマヤンティーとして広く知ら
れている。また，まさにニシャダ王で，ヴィーラセーナの息子であるナラ
という人がいる。この幸福な女は，彼の妻である。思慮を有するプニヤシ
ュロー力（ナラ）の。まさにその王は，賭博において，兄弟によって打ち
負かされ，王国を奪われ，ダマヤンテイーと一緒に立ち去ってしまい，ど
こにも〔行方が〕知られていない。そこで，我々は，ダマヤンティーを求
めて，この大地を歩き回っているのだ。その乙女が，このように，あなた
の息子の住居にやって来ている。容姿に関してこの女と同様の，人間の女
はこの世にはいない。そしてまた，この女の双の眉の中間には，生まれつ
きの，最高のほくるがある。夜の蓮の花同様に隠されているのが，私によ
って気付かれた。というのは，薄雲によって〔覆い尽くされた〕月のよう
に，汚れによって覆い尽くされてはいるが，この女の繁栄を意味する前兆
同然のものとして，これ（ほくる）が，造物主によって創造されたからだ。
生じたばかりで薄暗い月の線のように，さほど輝いてはいないが，この女
の美貌は失せてはいない。身体は，汚れによって覆い尽くされ，化粧をし
ていないとはいえ，黄金同様に歴然と輝いている。この身体によって，そ
してまた，このほ〈ろによって，この乙女が王妃であると，私は気付いた。
熱によって，隠された火に〔気付く〕ように。
3vaは,Cedi王母と王妃とに,DamavantTが正体を隠して侍女となってSudevaは,Ce y Tが止体を|篇
いることを告げる。MBh3.66.5eの§y百m百は，正確にはDamayantIの形容
ではなく，女性名詞「夜」として使用されている。ただし，この語はMBh3.
66.5cの代名訶idam女性形に対応するものとして用いられている。即ち，
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Damayantrが夜，ほくるが蓮の花によって比嶮されているのである。MBh3.
666で，汚れで覆われたほくるが，薄雲で覆われた月に例えられているが，
これも,Damayant丁と夜との比嶮からの連想であろう。
MBh3.68.8-11:
vaiSamyamapisampraptagopayantikulastriyah/
3tmanamatmanasatyojitasvarganasamSayah/
rahitabhart:bhiScaivanakrudhyantikadacana//
visamasthenammdhenaparibhrastasukhenaca/
今
vatsatenaparitvaktatatranakroddhumarhati//
pranayatr5mpariprepsohSakunairhrtavasasah/
adhibhirdahvamanasvaSv3manakroddhumarhati//
学ご
satkFt5satkftavapipatimd"tvatathagatam/
bhrastaraivamSrivahrnamSvamanakroddhumarhati//
､ソ
たとえ困難に陥っていても，貞淑な名家の女たちは，自分を自分で守り，
天界を獲得する。〔この件に関しては〕疑いがない。そしてまた，夫たち
がいなくても，いかなる時でも，怒りはしない。困難に陥り，愚かであり，
そして，幸福を失った彼（夫）によって，彼女が見捨てられても，その件
に関して怒るのは相応しくない。生命の維持を望んだために鳥たちによっ
て衣服を奪われた，諸々の苦しみに身を焦がされている男に，暗色の女が
怒るのは相応しくない。正しく扱われようと，あるいはまた，不当に扱わ
れようと，そのような状態にある，〔即ち,〕王国を失い，栄華を失った夫
を見て，暗色の女が怒るのは，相応しくない。
自分の実家であるVidarbha国の宮廷に身を落ち着けたDamavant丁は，今度は
自分が，夫であるNalaを捜索する。即ち，諸方にブラーフマナたちを派遣し，
妻である自分を見捨てたNalaを，彼自身にしか分からないように批難する伝
言を語らせる。やがて,Pamadaというブラーフマナが戻って来た。その報告
によると,gtuparna王の御者であるBahukaが,DamayantTの批難に反応し
た。上の引用は，その時のBahuka(実は，変装したNala)の言葉である。
69(I5)
Nalaもまた,DamaVantrにしか分からないように，彼女の怒りが不当である
と弁明している。その弁明,MBh3.6810-11では，夫に怒っている女を
§yamaと呼ぶことによって，それがDamayantlであることを暗示している。
この弁明は,Vidarbha国の宮廷にBahukaとしてNalaがやって来た時，
卿
DamayantIの侍女KeSinIに，彼自身の口からもう一度語られる。
"""j"碓脚グ"αにおいて，§v且maという語によってDamayantlが示されるの
は，行方不明になっていたDamayantT自身とNalaとの本人確認の文脈でであ
る。Sudevaは,Syamaという特徴によりDamayantIを確認し,Bahukaは，
Damayantrを§yamaと呼ぶことによって，自分がDamayantIの特徴を知る人
物，即ち,Nalaであることを暗示した。
4二大叙事詩以降の状況
二大叙事詩以降に作られた文献で，男女の登場人物が§yama/Syam豆と形容
される場合，多くは人間以外の者であったり，二大叙事詩で既に
§yama/Syamョと形容されている人物であったりする。しかし，§yamaの注釈
となると，原義とは離れた説明がなされている。
K31idasa作の杼情詩Mどghα""(4-5c)では,yakslがsy目、豆と形容されて
b，フ
v劃oO
M電hα"",uttaramegha,22:
tanvr§v面m5SikharidaSanapakvabimbadharosth丁
ゴ ユ
madhveksamacakitaharinlpreksananimnanabhih/
ザ｡
§ronrbharadalasagamanastokanamrastanabhyam
“
yatatrasyadyuvativiSayes#Stiradyevadhatuh//
細身で，暗色で，歯は尖り，唇は熟したビンバの実のようで，細腰で，視
線は脅える牝鹿のようで，膳は凹み，尻という重荷のせいで歩みは気だる
く，両乳房のせいで少し屈み，あたかも乙女という領域における創造神の
最初の創造のような女が，そこにいるであろう。
ここに描かれているのは,vaksaの使者となった雲が伝言を伝える相手，即ち，
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離れ離れになっている愛妻である。これに対して,Mallinathaは，次のよう
に注釈する。
四
§yamayuvatih/:Syamayauvanamadhyastha'ityutpalamalayam/
§y目、豆は，乙女である。「§y豆、訂は，若さの最中にある女である」と『ウ
トパラマーラー」にある。
”
また,Magha作の叙事詩Sだ”"jα汐α鋤α(7c)では,KrSIlaがyadava族の女た
ちと水浴びをしている時の様子が描写される。
′
S葱”"ﾉαUα鋤α8．36：
anandamdadhatimukhekarodakena
Svam3vadavitatamenasicvamane/
ご
IrsvantvavadanamasiktamaDvanalDa-
エゴ L
“
svedambhahsnapitamajayatetarasyah//
暗色の女の顔が，非常に優しい男によって手の水を掛けられて，喜びを表
している時，嫉妬している別の女の顔は，〔水を〕掛けられていないにも
かかわらず，多量の汗という水を浴びせられたものとなった。
この韻文に対するVallabhadevaの注釈は，以下のとおりである。
”
Syamaprasmta/pradhanetyanye/
§y豆maは，出産していない女である。別の人々は「優れた女である」と
辛
いつ。
更に,R"沈亙yα"αに基づいて作られたB"娩陀"zly"(650以前）では,2ヶ所で
STt豆が§y面maと表現されている。
Bh"""W"5､18:
yoSidvFndarikayasyadayitahamsagaminl/
“
dprvakandamivaSyamanyagrodhaparima,ldala//
彼（ラーマ）の愛妻は，女たちのうちでも優れていて，ハンサ烏のような
歩き方をして，ドウールヴァー草の株のよう〔に細い身体〕で，暗色で，
ニヤグローダ樹の〔葉の〕ように丸い〔乳房または尻をした〕女であった。
Bh"""mﾉα8100:
67(18)
adyasTtamayadrStasnryamcandramasHsaha/
四
svapnesp:SantTmadhyenatanuh6yamasulocana//
今日，夢の中で，私によって，シーターが，月を伴った太陽に触れている
のが見られた。腰に関しては細く，暗色で，美しい目をした女が。
Bha雄"zly"8.100は,Lank目島に攪われたSTt目の監視役で，彼女に好意的な
Trijataの言葉である。月を伴った太陽は,Laksmanaを伴ったRamaが，
SIt且を救いに来る前兆となっている。
さて,Apteの辞書によると，これら2例の§yamaに対して，ある注釈では
次のように説明している。
6rtesukhoSnasarva'igrgrISmey3sukha訂tala/
“
taptakaficanavarnabhas3strT§yametikathyate//
寒季には全身が気持ちよく暖かく，夏季には気持ちよく涼しく，熔解され
た黄金の色のような女が，§y豆、豆であると言われる。
これらの注釈では，既に，§y目、颪の原義「暗色の〔女〕」は見失われ，女性を
意味する名訶と見なした上で，苦労して説明している。注釈文献の制作が盛ん
になった，中世もかなり後の頃には，女性を表す名詞としての§yamaが確立
していたのである。
元来，形容詞の女性形であった§y百m目が，ある種の女性を指す名訶になっ
た原因に関しては，推測するより他はない。筆者は，女性名詞「夜」としての
§yamaが大きく関わっているものと考える。
既に見て来たように,R互加”α"αでのSIta,"""Zop銃〃y""αでのDamayantrは，
§yama「夜」という語によって比Ⅱ前されている。叙事詩の成立期に引き続き，
カーヴィヤ制作の全盛期が訪れる。カーヴィヤでは，複雑な比嶮が好まれた。
ある女性の美しさを表現する場合，女性名訶で表される事物(夜など)を用いて
比ﾛ繭するのだが，その際女性の様々な身体部位（目・乳房など）も，同時に，
事物に関わりのあるもの（蓮の花・雲など）に例えられる。女性に対して複雑
な比嚥をする場合，§y面、豆「夜」という語は好都合であり，上述の用例以外に
も多用されたはずである。
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しかし，隠瞼として§yama「夜」が用いられる場合，隠嚥であると気付か
れなければ，ある種の女性を指す語だと誤解される可能性が生じる。二大叙事
詩では，登場人物である女性の特殊性を示すために§yｮ、豆「暗色の女」と形
容したのだが，先の誤解を基にすれば，この特殊性も見過ごされてしまう。叙
事詩自体に,Syamaに関する矛盾が生じていれば尚更である。
MBh3.144.10-12:
kathamveSmasugupteSusv3stlrnaSayanocita/
§etenipatitabhUmausukharhavaravammI//
sukumaraukathampadaumukhamcakamalaprabham/
matkWte'dyavararhayahSyamatamsamupagatam//
kimidamdyntakamenamayak:tamabuddhina/
adayak照りamcaratavanemggagan5yute//
守護された諸々の住居で，きちんと延くられた寝床に慣れた女が，と．うし
て，地上に倒れて横たわっているのだろうか。幸福に相応しい，優れた顔
色の女なのに。非常に柔らかな両足と，赤い蓮の花に似た顔とは，どうし
て，今日，私のせいで暗色になってしまっているのか。思慮がなく，賭博
を好み，クリシュナーを伴って，鹿の群がいる森を妨律っているとは，私
は，何故，このようなことをしてしまったのか。
賭博に負けて森を妨復うYudhisthiraの言葉である。ここでは,KIsn目の両足
や顔は，旅塵にまみれたか日焼けをしたか,Syamaになってしまったと述べ
られている。この部分から類推すれば,Krsn豆に対して用いられている形容
§yamaは，「暗色の」を意味し得ないことになってしまう。二大叙事詩やカー
ヴィヤでの§y豆、ョに関して何らかの説明を求められた注釈者たちが，用例か
ら推測した結果が，先に引用した様々な説明であると思われる。
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